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編集方針
昨年度までと同様に「環境」「経済」「社会」それぞれの視点から当社の取り組みをわかりやす
くお伝えすることを重視して作成しました。
「環境」については昨年同様、当社の活動内容をより体系的にご理解いただくために、「理想
環境憲章」に掲げた6つの環境行動指針に沿って記述しており、2009年度の活動成果や新た
に取り組んだ点などを各ページの冒頭部で紹介しています。「社会」については、お客様、株
主・投資家、地域社会、社員の各ステークホルダーとの関わりにおいて、当社の主な取り組み
を取り上げました。
サイトデータや人事関連の詳細データは、Webサイトに掲載している「データブック」で情報
を開示しています。
また、読みやすさ、わかりやすさへの配慮から、今年度報告書では、カラーユニバーサルデザ
インを取り入れて制作しました。

報告対象組織
理想科学工業株式会社および理想沖縄株式会社の全国内事業所ならびに全国内営業拠点、
海外生産事業所については理想科学グループの全海外生産4拠点（中国内の珠海理想科学
工業有限公司珠海工場ほか）を環境負荷データの集計範囲としています。
また、海外の非生産事業所については環境負荷の基本データ（電力、燃料(含む社有車燃
料)、水の使用量）について集計・掲載しています（集計範囲の詳細は該当ページに記載）。

報告対象期間
2009年4月1日～2010年3月31日
※但し、上記期間外の取り組みも一部含みます。

報告対象分野
環境、経済、社会的側面を含みます。
※環境、社会的側面の各々のデータ集計範囲が異なる場合、その旨を記載しています。

発行年月
2010年8月
※次回発行予定は、2011年7月です。

お問い合わせ先
理想科学工業株式会社　環境活動推進部
Tel. 029-889-2527

主な関連公表資料
事業報告書ならびに決算短信をWebサイトに掲載しています。
URL　http://www.riso.co.jp/
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理想科学工業株式会社
1946年（昭和21年）9月2日
1955年（昭和30年）1月25日
〒108-8385
東京都港区芝五丁目34番7号
田町センタービル
14,114百万円
3,140名（連結）
24社（国内4社、海外20社）


